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九州大学は 2011 年に百周年を迎えました
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☆地下鉄ご利用の場合（地下鉄箱崎九大前から徒歩10分）
　福岡空港→箱崎九大前：約23分（290円）
　博多→箱崎九大前：約15分（250円）
　※福岡空港、ＪＲ博多駅からは「天神・姪浜・唐津方面」に乗車して、中洲川端駅で「貝塚行き」
　　に乗り換えてください。
☆西鉄バスご利用の場合（「九大北門」行きであるか確認してください）
　博多駅交通センター1Ｆ　29番→「九大北門」下車：約25分（220円）
☆ＪＲ箱崎駅をご利用の場合、徒歩で約20分かかります。
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大 会 日 程

大会参加要領
１．受付
　10月13日（土）8：50から共通講義棟１階（入口）渡り廊下にて行います。

２．学会費
会員で会費未納の方は、年会費（正会員 5,000円、学生会員4,000円）を納めてください。
その場で入会ご希望の方は、入会金（1,000円）を添えて申し込んでください。

３．大会参加費（『発表要旨集録』代を含む） 
正会員：3,000円、臨時会員：3,000円、学生会員：無料
※会員以外の参加者（学生以外）は、資料代として500円いただきます。

○研究交流会費：4,000円
※会員相互の親睦を深めるため、多くの会員の皆様のご参加をお待ちしています。
※当日の参加受付も可能ですが、事前メール受付にて連絡いただけると幸甚です。

４．昼食
お弁当の購入（500円）をご希望の方は、事前メール受付にてお申し込みください。
当日の販売は数に限りがあります。なお、大学周辺部に飲食店もございますが、やや距離が離れて
おりますのでご了承ください。

５．事前メール受付のお願い（参加の方のみ）
大会参加の予定（お名前・大会参加・お弁当・研究交流会）をメールにてお知らせください。

Ｅ-Mail：jaaes24kyudai@gmail.com

※経費節約のため返信用葉書は同封していません。
　メール通信不可能の場合は、FAX［092-642-3120］にて大会準備事務局までお送りください。〔書式自由〕
※メール連絡締め切り：9 月13日（木）を目処になるべく早めにお送りください。

＊頂いたメールには返信しません。失礼ながらご了承ください。
＊現時点では予定不確定でも参加をご検討中の場合は、参加としてご連絡をください。
＊メールご連絡後に予定が変わっても、訂正のご連絡は不要です。
＊自由研究発表者、シンポジストの方々も、交流会参加・不参加についてご連絡ください。
＊理事の方々も、理事会ご連絡とは別に、大会ご参加の場合はこちらのご連絡もください。

６．理事会の開催
前日の10月12日（金） 16：00～18：00に、福岡ガーデンパレス（天神）で開催します。理事の皆さ
まには別途、学会事務局よりご案内します。

＊キャンパス内は禁煙です。喫煙は指定された喫煙場所でお願いします。

自由研究発表要領
■発表時間
　　○個人研究発表　発表20分・質疑 5分（計25分）
　　○共同研究発表　発表40分・質疑10分（計50分）

■各会場とも、個別の発表・質疑の終了後に、全体討議の時間を設けます。

■発表に必要な資料は、各自30部ご用意いただき、大会当日ご持参ください。会場ではコピーできま
せんので、ご了承ください。

■会場には、プロジェクターならびにWindows XPの発表者用PCを用意します。発表者用PCでは、
PowerPoint 2007形式（.pptx）ならびにPDFファイルを投影できるようにする予定です。
　Macなどその他の機器をご使用の場合は、必要な機材をご持参ください。映像入力端子は、ミニ
D-Sub15ピンです。

■会場には学外者が利用できるインターネット設備はありません。ご了承ください。

■発表者がやむを得ない事情により欠席する場合には、発表時間・発表順序の繰り上げは行わず、司
会者の判断により、休憩または討議の時間にあてます。

8：50～
9：20～12：00

12：00～13：00
13：10～13：50
14：00～16：45
17：00～18：30 

大会受付（共通講義棟入口）
自由研究発表Ⅰ　（102教室）
自由研究発表Ⅱ　（103教室）
自由研究発表Ⅲ　（104教室）
自由研究発表Ⅳ　（203教室）
自由研究発表Ⅴ　（204教室）
昼食休憩（シンポジウム関係者の打ち合わせ‐106教室）　
総会　（102教室）
公開シンポジウム（102教室）
研究交流会（大学内生協）

時　間 備　　　　　考
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大会会場建物配置図 10月13日（土） 9：20～12：00
共通講義棟 102教室

・9：20～9：25　　開会

・9：25～9：50 
新自由主義教育改革における教師の協働の可能性と課題
―アメリカにおけるプロフェッショナル・ラーニング・コミュニティの考察から

新谷　龍太朗（南大阪看護専門学校）

・9：50～10：15
米国教員組合の生徒指導への取り組み

野倉　正人（愛知県立一宮南高等学校）

・10：15～10：40
学区(school district)の意味と課題
－２つのチャータースクールの設置形態に着目して－

佐々木　司（山口大学）

・10：40～11：05
チャータースクールをめぐる学校選択の構造　―自律化のパラドクス―

寳來　敬章（高田短期大学） 

・11：05～11：30
アメリカ学校保健施策の今日的展開　―学校拠点型保健センター(SBHC)の分析から―

帖佐　尚人（早稲田大学）

・11：30～12：00　　総括

自由研究発表Ⅰ ＜行政・政策・チャータースクール＞

【司会】赤星　晋作　（広島市立大学）　
　　　　千々布　敏弥（国立教育政策研究所）

共通講義棟・教室配置図
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（午後より）
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10月13日（土） 9：20～11：35
共通講義棟 104教室

・9：20～9：25　　開会

・9：25～9：50 
品格教育(Character Education)の視察報告

青木　多寿子（広島大学）

・9：50～10：15
アメリカにおけるいじめ問題対策の考察

宮本　浩紀（早稲田大学大学院・院生）

・10：15～10：40
米国カリフォルニア州の非行予防に関する機関連携
－少年矯正制度に焦点を当てて－

宮古　紀宏（早稲田大学）

・10：40～11：05
インターネットの普及とホームスクーリングの変容

西村　史子（共立女子大学）

・11：05～11：35　　総括

自由研究発表Ⅲ ＜生徒指導＞

【司会】片山　紀子（国士舘大学）
　　　　藤平   敦　（国立教育政策研究所）

10月13日（土） 9：20～11：35
共通講義棟 103教室

・9：20～9：25　　開会

・9：25～9：50 
メリーランド州のコモン・コア・ステイト・カリキュラム
―カリキュラム統合の特徴を中心に―

佐藤　有（北海道教育大学）

・9：50～10：15
アメリカにおける教育言語政策と学校のアカウンタビリティ
―アリゾナ州での実施状況を中心に―

島田　和幸（四天王寺大学）

・10：15～10：40
イリノイ州における幼稚園数学教育の標準化

太田　節子（東京福祉大学）

・10：40～11：05
アメリカの小学校における才能児への教育
―ケンタッキー州マーシャル郡のＧＴキャンプの取り組み―

中村　順子（富山県立ふるさと支援学校）

・11：05～11：35　　総括

自由研究発表Ⅱ ＜カリキュラム・多文化・学校教育＞

【司会】倉本　哲男（佐賀大学）
　　　　矢野　裕俊（武庫川女子大学）
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・9：50～10：15
アメリカにおける教育言語政策と学校のアカウンタビリティ
―アリゾナ州での実施状況を中心に―

島田　和幸（四天王寺大学）

・10：15～10：40
イリノイ州における幼稚園数学教育の標準化

太田　節子（東京福祉大学）

・10：40～11：05
アメリカの小学校における才能児への教育
―ケンタッキー州マーシャル郡のＧＴキャンプの取り組み―

中村　順子（富山県立ふるさと支援学校）

・11：05～11：35　　総括

自由研究発表Ⅱ ＜カリキュラム・多文化・学校教育＞

【司会】倉本　哲男（佐賀大学）
　　　　矢野　裕俊（武庫川女子大学）



－ 9 －－ 8 －

10月13日（土） 9：20～11：35
共通講義棟 204教室

・9：20～9：25　　開会

・9：25～9：50 
アリス・バロウズの学校建築思想

宮本　健市郎（関西学院大学）

・9：50～10：15
ジョン・デューイ（John Dewey）の教師教育構想

中野　真志（愛知教育大学）

・10：15～10：40
生－権力からみた教育課題としての子どもの救済　―合衆国を事例に―

大倉　健太郎（大阪女子短期大学）

・10：40～11：05
アメリカにおけるナラティブ・スタディの現在

浅沼　茂（東京学芸大学）

・11：05～11：35　　総括

自由研究発表Ⅴ ＜教育思想＞

【司会】松下　晴彦（名古屋大学）
　　　　澤田   稔　（上智大学）

10月13日（土） 9：20～12：00
共通講義棟 203教室

・9：20～9：25　　開会

・9：25～9：50 
現代アメリカにおける学生ローンと高等教育

鵜浦　裕（文京学院大学）

・9：50～10：15
IBプログラムとアメリカAPプログラムの比較
―中国の高級中学に焦点を当てて―

小野寺　香（東北大学大学院・日本学術振興会特別研究員）

・10：15～10：40
アメリカの大学に対するアジア教授の認識に関する一考察

小川　佳万（東北大学）

・10：40～11：05
大学と博物館の連携に関する一考察　―生涯学習の視点から―

梶原　健二（九州大学大学院・院生）

・11：05～11：30
大学におけるケースメソッドの開発と普及
―全米理科ケースメソッドセンター（NCCSTS）に焦点化して―

安藤　輝次（関西大学）

・11：30～12：00　　総括

自由研究発表Ⅳ ＜高等教育＞

【司会】相原　総一郎（大阪薫英女子短期大学）
　　　　天野　智水　（琉球大学）
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－ 11 －－ 10 －

公開シンポジウム：会場102教室

・14：00～14：05　開会挨拶

・14：05～14：45　基調講演
日本の教員養成・免許制度改革の方向

日向　信和　（文部科学省 教員免許企画室長）

・14：45～15：05　研究報告１
アメリカ教員養成の高度化―修士プログラムからの示唆

鞍馬　裕美　（明治学院大学）

・15：05～15：25　研究報告２
アメリカ教員免許資格構造―更新・上進制からの示唆

八尾坂　修　（九州大学）

・15：25～15：45　研究報告３
アメリカのオルタナティブ教員資格認定からの示唆

小野瀬　善行（釧路公立大学）

・15：45～15：55　休憩

　

・15：55～16：45　質疑応答

司会：加藤　幸次（上智大学名誉教授、本学会代表理事）　
　　　大竹　晋吾（福岡教育大学）　　　　　　　　　　　

10月13日（土）

　平成24年7月25日に日本では中央教育審議会教員の資質能力向上特別部会から審議の最終まとめ

が提出された（中教審答申8月予定）。そこでは、教職生活全体を通じた一体的な改革、学び続ける

教員を支援する仕組みづくりの構築が求められた。また、教員養成修士レベル化、レベル化に向け

た修士レベルの質と量の充実、教育委員会と大学との連携・協働による教員養成・現職研修のプロ

グラム化・単位化、教育振興基本計画への盛り込みなどが盛り込まれている。

　この点、アメリカでは歴史的にも上記の内容について先進的な立場にある。教員養成の高度化と

して学部と大学院が一貫した修士プログラム、教員免許更新制・上進制と現職研修（大学と教育委

員会との連携）の対応に基づく上級免許状取得によって教職キャリアにおける専門性を高める職能

成長（professional growth）が意図されている。しかも、免許状更新・上進の際、多種多様な現

職研修が提供されているのも特色である。　

　また大学学部段階で教職課程を履修せず、その後社会で就職などをした後、教職を志望する者へ

のオルタナティブな教員資格認定プログラムも全州的に存在する。

　上記の具体的状況について探ることは日本の当面の改善方策である教育委員会・学校と大学の連

携・協働による高度化に示唆を与えることになろう。

　そこで本大会公開シンポジウムでは、登壇者としてまず、今回の中教審特別部会報告において文

部科学省側において企画エキスパートとしての役割を果たしておられる、日向信和氏に発表してい

ただく。

　続いて、アメリカ教員養成高度化における大学院プログラム、特に学部・大学院一貫プログラム

の研究を行っている鞍馬裕美会員、またアメリカ教員免許資格構造の特質である教員免許更新・上

進制と現職研修の対応策について歴史的・今日的視点から州間同一性・異質性を研究している八尾

坂会員に、それぞれ日本への示唆への発表を念頭に置き登壇していただく。

　最後に、アメリカのオルタナティブな教員資格認定プログラム（alternative　certification 

program）の特質について研究しておられる小野瀬善行会員から多様な人材の登用との関わりから

発表をお願いしている。

（文責：八尾坂修）

公開シンポジウム

「アメリカにおける教員養成・免許政策
―日本の教員改革への示唆」
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